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自然を活用した解決策(NbS)は、気候変動に対するレジリエンス

構築の主要手段として採用が進んでおり、国際金融機関や各国

政府が都市・沿岸・地方部での取り組みでの主流化を進めてい
る。しかし、NbSプロジェクトの検証から、ジェンダー平等と社会的

包摂が依然として大幅に軽視されており、生態系的恩恵を公平な

便益へと転換する構造が大多数のプロジェクトに欠如しているこ

とが明らかになった。本報告書は、ジェンダー・気候・環境の交差
性に関する数十年にわたる調査を総合し、公平で効果的なNbS
設計に向けたプラン・インターナショナル・オーストラリアの手法の
基盤を提示している。

気候変動への適応に関する文献の包括的分析は、女性と女の子

の支援が公平性の問題であるだけではなく、効果的な気候変動

への適応策の成果向上のための基本的戦略であることを強調し

ている。調査から、女性、特にユース女性は、男性より革新的な気

候変動への適応策を採用する傾向が強く、家庭やコミュニティで

気候変動への適応の中核的なアクターであることが判明した。彼

女たちはまた、適応に関して明確で重要な知識体系を保持してい

る。だが、適応戦略は気候変動への対応での彼女たちのリーダー

シップを認識・支援せず、彼女たちの知識と活動が十分に活用さ

れないままになっている。

ユース、特に女の子は気候変動に対するレジリエンス構築で重要

な役割を担うが、彼女たちの家計や家庭の適応への貢献もまた認

知度が低く、支援がほぼ存在しない。

調査と新たな経験の両方に基づき、プラン・インターナショナル・

オーストラリアはジェンダー・トランスフォーマティブなNbSのため

の指針原則を策定した。それらの原則は、気候変動の影響に対

する対策への女性の関与に留まらず、彼女たちの関与を制限す

る構造的不平等に対応し、女性と女の子の適応策に完全な関与

と恩恵の享受を保障するため、権力構造の転換の実現へと働き

かけるものである。NbSプログラムへのジェンダー平等の盛り込

みを行う意図的な働きかけなしでは、気候変動対策は既存の不

平等を是正するどころか、それを強化する恐れがある。

本報告書は、保全と気候変動に対するレジリエンスにおける女性

の役割に関する広範な調査に基づき、ジェンダー・トランスフォー

マティブなNbSの明確な根拠と実証的基盤を提供するととも

に、NbS活動での女の子とユースに焦点を当てた調査の必要性

を訴えている。ジェンダーがNbSの設計・実施・監督において中心

に据えられる必要性を概説し、ジェンダーを考慮していない介入

策は効果・持続可能性・公平性の面で劣ることを示している。本

報告書は、気候変動対策の中心に女性と女の子を据えることで、

環境面での成果を向上させるだけでなく、公正でレジリエントなコ

ミュニティの構築にも寄与すると論じている。

概要

世界は深刻な気候危機の最中にあり、すでに極度に脆弱な立場

にあった人びとは、不公平に深刻な影響を与えている。低・中所

得国の女性と女の子は、彼女たちが元々影響を受けやすい性質

であるからではなく、社会経済構造により彼女たちの脆弱性が形

成されているために、その危機の最前線に立たされている。気候

変動は既存の不平等を深刻化させ、家庭内・生計・コミュニティで

の女性の負担を増加させている。同時に、女性は気候変動への

適応や環境管理で重要な役割を担い、食料と水の確保・持続可

能な実践の適用・コミュニティのレジリエンス構築を主導すること

が多い。だが、土地・資金・意思決定に対する権利の制限等、構

造的・文化的障壁により、その貢献は依然として限られている。

本報告書は、気候変動対策の中心に女性
と女の子を据えることで、環境面での成果
の向上だけでなく、公正でレジリエントなコ
ミュニティの構築にも寄与できることを裏付
けるものだ
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ジェンダーと気候に関する数十年にわたる調査は、女性と女の子

が元々の性質のために、男性より気候変動の影響を大きく受け

る訳ではなく、社会的・経済的構造が彼女たちの脆弱性を形成し

ていることを示している1。また、その脆弱性は交差的であり、人

種・障害・民族・経済的地位により形作られたものだ。気候変動関

連のストレス要因が、特に家庭内や生計の仕組みで、ジェンダー

的な負担の増加を招くという点で広範な見解の一致がみられる。

異常気象が頻発する中、女性は食料・水・家庭の安定確保に対す

る大きな責任を負ってきているが、彼女たちのリソース・土地・意

思決定の権利は限られている場合が多い2。複数地域で気温上

昇と水不足により、女性が家庭のニーズに応えるために費やす

時間が増えながらも、農業加工部門での雇用機会の減少によ
り、彼女たちの経済的自立が損なわれている。

気候変動のジェンダーによる交差的な影響は生計手段に留まら

ず、女性の健康・教育・個人の安全等、さまざまな側面へ影響を及

ぼすことが、ますます明確になってきている。調査から、気象災害

は女性のメンタルヘルスに不均衡に大きな影響を与え、異常気象

後の鬱病・不安障害・自殺率が上昇している3。最近のメタ検証で

は、気候変動と生殖の健康の負の関連を強く立証しており、不妊

率の上昇・胎児の健康への影響・熱波等の気候変動関連災害時

とその後の女性への産科的悪影響が示されている4。気候ショック

後のジェンダーに基づく暴力の事例も、特にパキスタンやバング

ラデシュ等の災害多発地域で認められる5。フィリピンでは、海面

上昇による洪水被害の甚大化が、特に低所得層の沿岸地域で、

学校運営を繰り返し妨げ、子どもの学習機会を著しく損ない、不平

等な教育格差の継続や女性のケア責任増大につながっている6。

そうした圧力の累積的影響は、現状の困難だけでなく、教育への

アクセスや経済的移動性のような長期的結果に影響を及ぼして
いる。

しかし、女性は気候変動の受動的な被害者ではない。女性、特に

ユース女性と女の子に対する構造的障壁は存在するが、特に彼

女たちが家計やコミュニティ内・間の相互扶助ネットワークの管理

を担うことが多いことを特に考慮すると、彼女たちは気候適応の主

要なアクターである。気候変動への適応策の導入についての調査

において、複数地域ではユース女性が男性と同等に主導してお

り、多くの地域ではユース女性がより主導している傾向にあること

が判明した。例えばケニアの地方部では、女性が経営する農場・

女性が重要な役割を担う農場ほど、気候スマート農業への取り組

み率が高いとされている7。

バングラデシュ全域での調査では、気候変動に起因する災害発生

時に、先行的備蓄と生計の多様化によって家計のレジリエンスを

保障する女性の役割を一貫して強調していた8。アフリカ全域9 10・

太平洋地域・南アメリカでの調査結果は、レジリエンス構築にて男

性とは異なる戦略や優先事項を追求することが多い女性の、適応

における重要かつ特有の役割を一貫して示していた。国内の地域

別・国別に大きな違いはみられるが、女性は気候変動下で家計の

維持の確保に注力する傾向が強い。パプアニューギニア国立研究

所の調査11によると、エンガ州の女性は自給用畑でキャッサバ・タ

ロイモ・サツマイモ等の耐熱性主食作物の栽培へ転換を開始して

いる。その適応策の採用は女性農家だけから報告され、男性は

コーヒー栽培と現金収入を優先し続けたとされており、それは気候

ストレスに対する明確なジェンダー的な対応を示している。また、

そうした適応戦略は、技術的で個別的であることが多い男性の対

応とは対照的に、家庭外のネットワークに根ざす場合が多いさま

ざまな社会的レジリエンスへの優先度の違いによっても形作られ

る。フィリピン12の洪水被害の多いヌエヴァ・エシハ州の女性は、米

を事前備蓄し、緊急時の食料・現金調達に近隣住民で構成される

貸し借りグループを活用している。一方男性は、田んぼの土手を

高くしたり、作付け時期の変更を行っている。

だが、家庭やコミュニティのレジリエンスに関する女性の役割を示

すそうした証拠がありながらも、適応策を主導する女性の能力は、

土地・資金・知識・農業拡大サービスへのアクセスが不平等である

ことにより制限されることが多く、それらすべてが、気候スマートな

実践を拡大させる彼女たちの能力を制限している13 14。また、そうし

た適応活動の多くは家庭内や非公式な場で行われるため、十分に

記録されず、政策による支援も受けられないままである。

ジェンダーと気候変動への適応:
女性と女の子を支援する理由

女性は...自給用の耐熱性主食作物をキャッ
サバ・タロイモ・サツマイモなどに切り替える
ようになった。その適応策は女性農家のみ
が報告しており、男性はコーヒーと現金収入
を優先し続けていたことから、気候ストレス
への対応に明らかなジェンダー的違いが認
められた
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ベトナムの地方部でのジェンダー的な視点に基づく適応策の調

査から、ダム建設等の男性が技術的解決策を好む一方、女性は

長期的なレジリエンスを支える家庭ベースの戦略を提唱している

ことが示された。しかし、家庭・政策レベルに依らず、意思決定の

際に女性の見解は今も存在が薄いままである。そのため、気候

変動に対するレジリエンス構築の取り組みは、ジェンダー的な現

実を見過ごしがちで、男性の適応戦略やリスク許容度が優先さ

れ、家庭の安全保障とジェンダー平等に明らかな影響を及ぼして

いる。同様に、ルワンダの調査は、女性が気候ストレス発生時に

食料安全保障を高めるサツマイモ等のレジリエンスの高い主食

作物を優先しているにもかかわらず、気候スマート農業に関する

国家プログラムがトウモロコシ等の商業作物を優先している実態

を明らかにした15。女性の専門知識や適応への優先事項を反映し

ない政策は、彼女たちの見解や専門知識を排除する戦略の支援

により、地方部の経済でのジェンダー的不平等を深化させかねな
い。

気候変動への適応での女性と女の子の脆弱性と役割は不変的

ではない。明らかに、農業の女性化と呼ばれることが多い、農業

における女性の役割の拡大等、グローバルサウス全体で構造的

変化が展開しており、女性への適応の負担はこれまでも、そして

今後も増大し続ける16。男性が賃金労働のために都市部へ移住

するにつれ、女性が農場経営と気候変動への適応に対する責任

を一層負うようになっているが、何を栽培し・どこで販売し・どう収

入を使うかといった意思決定は、依然として男性に委ねられてい

る。その変化は、従来男性が支配してきた部門での女性の機会の

可能性をもたらす一方、収益性の高い商業農業や漁業への彼女

たちの関与は、契約ベース・季節労働・低賃金の役割に限定され

ることが多い17。特にユース女性と女の子にとって、新たな経済機

会獲得の試みは、同年代の男性に比べて著しく困難なままであ

る18。特に思春期の女の子とユース女性は、極めて若い年齢で子

育てや関連事項を担うことが期待され、家庭外でのさまざまな機

会を掴む能力を阻害されている。そうした新たな力関係は、女性

の拡大する責任の認識だけでなく、リソースと労働負担の再分

配・安全保障の強化・気候変動にレジリエントな経済への女性の

完全かつ公平な参加を保障する適応戦略の緊急性を高めてい

る。

ジェンダーに配慮した気候変動対策への世界的関心が高まる一

方、国・コミュニティレベルでの、政策決定・適応計画策定過程へ

の女性の関与は依然、不十分である。気候変動ガバナンスの場

がジェンダー面で包摂的になりつつあるとはいえ、参加状況は依

然としてジェンダー平等には程遠い19。女性の見解を国家適応戦

略・農業政策・災害リスク軽減枠組みに組み込むための特化した

取り組みなしでは、適応策は既存のジェンダー不平等を一層深化

させ続ける。端的に言えば、気候変動への適応での女性を重要

なアクターと認識することは必須だが、政策はジェンダー的なケア

の負担の増大を避けなければいけない。適応を導く主要な国際・

国内政策にジェンダーの観点が組み込まれてきており、そうした

変化が女性に気候変動の影響に脆弱な部門で大きなリーダー

シップの発揮機会をもたらす一方、無償労働の負担と経済的不安

定性を深化させる。リソースと意思決定権の再分配なしに不均衡

に大きな適応への負担を女性に負わせるのであれば、既存の不

平等を深化させるだけで、適応策の導入が明らかな減少を招くだ

ろう20。

このそのことから、私たちは、ジェンダー・トランスフォーマティブな

適応の中核的特徴は、包摂を超えた、力とリソースの積極的な再

分配を伴うものと理解している。プラン・インターナショナルはジェ

ンダー・トランスフォーマティブ・アプローチを、ジェンダー不平等の

根本原因に挑み、女の子の権利と広範なジェンダー平等を保障

するため、不平等な力関係を積極的に再構築するもの、と定義し

ている。それは、女の子の主体性の強化・有害な規範に対する挑

戦への男の子と男性の関与・ジェンダー・トランスフォーマティブ・

マーカーにより全プログラムが女の子とユース女性の日々の状

況と構造的立場を向上させることを保証するものである。気候変

動への適応策に関しては、意思決定の場への女性と女の子の参

加機会創出・女性のリーダーシップへの投資・気候ガバナンスへ

のジェンダー平等の組み込み・彼女たちを単なるケア提供者や

受益者ではなく変革の重要な主体として認識することが求められ

る。有意義な適応策は、彼女たちの増大する責任と、実質的な意

思決定権・経済的支援・知識体系の認知の均衡が図られなけれ

ばいけない。意図的な構造的変革なしでは、適応策はジェンダー

不平等の解消ではなく、むしろ深刻化させる恐れがある。

https://plan-international.org/uploads/2021/12/may_2020-plan-gender_transformative_programming_in_times_of_covid19.pdf
https://plan-international.org/uploads/2021/12/may_2020-plan-gender_transformative_programming_in_times_of_covid19.pdf
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上記の一連の証拠が示す通り、女性と女の子は気候変動の影

響を受けるだけでなく、家庭やコミュニティのレジリエンス構築の

要でもある。だが、資金提供や政策の注目を集める適応戦略の

多くは、彼女たちの声を効果的に反映せず、彼女たちのリーダー
シップを認識していない。発展中のNbSの分野において、このよ

うな見落としは、特に顕著である。広範な適応危機の中で、NbS
は、エコシステムが気候変動・食料安全保障・災害リスク軽減等

の世界規模の問題解決に重大な役割を果たすという認識の高ま

りから生まれた。その概念はエコシステムに基づく適応や統合的

景観管理等の長年の環境への取り組みを活用しつつ、生物多様

性保全と持続可能な開発の結びつけを図った国際的な保全団体
により、2000年代初頭に正式に提唱された。

国際自然保護連合(IUCN)は、NbSを体系的枠組みとして構築す

る上で重要な役割を果たし、2016年に環境的・社会的便益の提

供のためのエコシステムの保護・回復・持続可能な管理の行動、
と正式に定義した。欧州委員会も、NbSを調査・革新計画、特に

自然に基づく都市のレジリエンスと気候変動への適応戦略を推
進するHorizon 2020プログラムに統合することで重要な役割を

担った。国連環境計画と国連食糧農業機関は、エコシステム回復
と気候スマート農業に関する世界的取り組みにより、NbSの前進

を推進している。

今日、気候変動対策を支えるエコシステムの保全・強化の明確な

認識は、パリ協定・生物多様性条約・持続可能な開発目標等の、

主要な国際政策枠組みやドナーの優先事項に組み込まれてい

る。その適用範囲は沿岸保護のためのマングローブ再生や気候

スマート農業のためのアグロフォレストリーなどさまざまであり、可

能性、特に気候変動対策に関したエコシステムの完全性と経済

的・社会的レジリエンスの統合を示している。気候変動の影響悪

化と、適応・軽減を支えるエコシステムへの持続不可能な圧力と
いう状況下で、NbSの取り組みの重要性は一層高まっている。

気候変動への適応・軽減に対応するNbSの取り組みへの期待と

有望性はあるものの、世界的にNbSの取り組みの設計・実施・政

策枠組みで、ジェンダーの考慮が不十分・不適切であると私たち

は指摘したい。その不備は公正と公平性に影響を及ぼすだけで

なく、前述のジェンダーと適応に関する証拠の検証が示す通り、

気候変動への適応策の効果性に決定的な影響を及ぼす。

女性は歴史的に生物多様性保全から疎外されており、19世紀

～20世紀に植民地国家で国家主導のリソース管理体制が開始

されて以来、国家の保全活動には根強い「ジェンダー格差」が

生じている21。それは、相互関連するさまざまな理由によって生
じ、続いている:多くの社会で確立されたジェンダー規範は、女性

の知識と実践の権威を認識せず過小評価し、実践者や政策立案

者は環境管理での女性の役割の認識が不十分であり、保全目的

の新たなコミュニティ機関の設計では女性の排除が伴うことがあ

る.22。最近では、多くの国々で権威主義的ポピュリズムが台頭

し、環境保護活動家への暴力はますますジェンダー化している。

例えばフィリピン23 24では、特に軍事化した企業の不処罰が横行

する鉱業・伐採紛争で、貧困・フィリピン人女性環境保護活動家が

地方部の孤立・先住民であることが組み合わさり、致死的な報復

の標的となることが最も多い。典型的なのは、通り過ぎる車からの

銃撃や家宅侵入による襲撃による殺害で家族を恐怖に陥れさ

せ、性暴力を伴い、家父長制規範を利用し女性の活動を鎮静化さ

せて、その残虐性を明確にジェンダー化させている。そうした認

識・偏見・暴力的な報復の脅威は、プロジェクト設計に強力な後続

効果をもたらす。例えば環境管理の取り組みの一環として設置さ
れる現地委員会は、通常、世帯からの参加を1人のみ認めるた

め、女性が排除されることが多い。参加型議論に女性が参加でき
ても、発言しない/発言を許されないことが多く、その上、彼女たち

の意見や提案は記録されず、意思決定にも反映されない。

この継続的な排除の一方、環境管理への女性の関与がよい成

果が得られることを示す、少数ながら一貫した証拠が認められ

る。例えば、インドとネパールでの環境管理の現地化に関する先

駆的で広範な経験に関する主要な検証25は、コミュニティの森林

管理への女性の参加の強化が、著しい保全成果の向上につなが

ると論じている。女性の割合が高い現地の森林管理グループ、特

に女性のみで構成される運営委員会を持つグループは、森林状

態の高い改善度を達成し、それは、劣化が進んだ森林から始め

た場合でも同様であった。

NbSのジェンダー的側面
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その好ましい影響は、森林保護への女性の強い関与・規則順守

の強化・持続可能なリソース利用に関する知識・保全活動の推進

での女性間の協力強化によるものである26。多くのコミュニティで、

家族への水・食料・燃料の主要な供給者である女性は、身近な環

境の存続と自身の幸福の直接的な結びつきを、深く実感をもって

理解している。

しかし、環境管理でジェンダーを中核に据えるための継続的な闘

いや、保全活動での女性の役割拡大を主張する持続的な調査

が存在するとはいえ、有意義で体系的な包摂の実現は明らかに
達成されていないといえる。その継続的な排除は、新たなNbS政
策や実践にもみられ、それらは今も検証が不十分である。西アフ
リカのNbSプロジェクトから得た新たな証拠27は、構造的不平等・

根強いジェンダー規範・リソースの入手制限により、女性の関与
が依然制限されていることを示していた。多くのNbSプロジェクト

の設計・実施・管理での、形式主義や実質的な参加の欠如が持

続されている。多くの組織がジェンダー平等を優先すると主張す

る一方、その取り組みは表面的であることが多く、階級・年齢・婚

姻状況に関連した深い交差的な不平等にはほとんど対応してい

ない。

女性のNbS参加促進に焦点を当てていることの証拠として、環

境ガバナンスへの有意義な関与への単なる参加促進を遥かに

超えた取り組みが求められ、女性のリーダーシップ支援や包摂

を制限する差別的な社会的・ジェンダー規範への包括的対応を
含むことを示唆している28。新たなNbSの取り組みや政策枠組み

でジェンダー平等・障害・社会的包摂が名目上重視されている
が、 ジェンダーは依然としてNbSの取り組みで検討が不十分な

部分であり、特に思春期の女の子の役割と影響に関する一層の

調査の必要性は重大である29。プラン・インターナショナル・オー

ストラリアが太平洋地域で委託した調査は、現地・地域規模で経

験する体系的な障壁はあるものの、女の子とユース女性が気候

変動対策や保全主導の解決策への関与に強い意欲を持ってい

ることを明らかにした30。

ジェンダーに焦点を当てた生物多様性保全に関する最近の評価

は、数十年にわたり持続的に批判がされているが、女性の関与

に関する進展は依然、実質的に認められないことを強調してい
る。私たちは、気候変動に対するNbSの取り組みへの女性の包

摂がかつてなく重要であり、女性と女の子の関与がNbSの取り組

みの有効性・効率性に必須であると主張したい。特に私たちの
NbSの取り組みは、女性に重点を置いた生物多様性の取り組み

が女性のケア負担を増大し、男性に自身の責任を放棄させたま

ま相応に増大した補償を負わせないという、常に存在する批判に
導かれたものである。言ってしまえば、「[保全]プロジェクトに関与

する女性は、既に日常的な手間を要する多くの仕事リストの中に

「環境」を追加させられたのだ」31。

「[自然保護]プロジェクトに関与する女性
は、日常的な手間を要する多くの仕事リス
トの中に「環境」も追加していた」
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大多数の既存のNbS介入や政策枠組みは、ジェンダーを意識し

た、またはジェンダーを配慮した対応を目指しており、女性と女の

子の包摂や彼女たちのニーズの考慮を保証するものである。だ

が、その取り組みは、深い不平等の構造には取り組まず、女性の

保全活動や環境管理への関与に焦点を当てた広範な調査とも関

与していない場合が多い。それらの問題の対応には、経済的・社

会的不平等を支える力関係を積極的に問い直し、変革するジェン

ダー・トランスフォーマティブ・アプローチが求められる、と私たち

は主張したい。それは参加に対する障壁への対応だけでなく、意
思決定権の再分配・リソース利用/管理における女性と女の子の

リーダーシップの認識と評価・環境関連の専門知識の認知を制限
するジェンダー規範への挑戦を意味する。

以下に概説する7つの原則は、上記の検証結果と、気候変動・生

物多様性保全・環境管理での女性と女の子の経験を形成する構

造的不平等を明らかにしている、プラン・インターナショナル・オー

ストラリアの実践に基づいている。本調査は、女性と女の子が気

候変動への適応と保全に対し、重要な役割を果たしている一方、

不平等な土地・資金・意思決定の享受の権利等の制度的障壁に

より、その貢献が制限されていることを明らかにした。また、単に
女性をNbSの取り組みに関与させるだけでは不十分であり、そう

した不平等の積極的な是正なしでは、適応策が既存のジェンダー

格差の解消ではなく、深刻化を招く恐れがあることも示している。
そのため、公平性の向上だけでなく、NbS自体の有効性の向上

のためにも、ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチが必

須である。力構造の変化・女性のリーダーシップの認識と評価・差
別的な規範の解体により、NbSは形式的な参加を超えた、有効な

気候変動への適応策へと発展する可能性を秘めている。

以下の原則は、ジェンダー・トランスフォーマティブなNbSプロジェ

クトの設計にて、根拠に基づく基本条件として機能し、その取り組

みを実践可能にすることを目的としている。それにより、ジェンダー

平等が後付け要素ではなく、自然に基づく気候変動に対するレジ

リエンスの基盤となる柱になることを保証する。それらのジェン
ダー・トランスフォーマティブなNbS原則は、主に技術的なチェック

リストを維持し、ジェンダーを体系的変革の起点ではなく安全策と
して位置づける、IUCNのNbS世界標準等の標準モデルとは異な

る。同取り組みは、力の再分配・思春期の若者のリーダーシップ・
交差性を中心に据えることで、NbSにおけるジェンダーと社会的包

摂に関する新たな指針に沿って、エコシステム回復を女性と女の

子の確固とした社会的・経済的エンパワーメントへの道筋へと転
換するものである。また本原則は、国際的に承認された8つの世

界的に取り組みが高まっている地域主導型適応原則(LLA)の意図

を反映し、意思決定権・リソース・説明責任を最前線のコミュニティ
に付与することで、LLAの実践と合致させるものである。

プラン・インターナショナル内でそれらは、「健全な環境」の道筋を深

めるとともに、エコシステムの完全性と広範なコミュニティのレジリエ

ンス向上を結びつける、女性主導の管理やネイチャーポジティブな

生計手段等の実践的仕組みを提示することで、レジリエンスへの道

筋の枠組みを自然に発展させるものである。それらの原則は、適切
であればプログラム設計の一環として、全体/一部を採用できる。

1. NbSでの女性のリーダーシップと

意思決定

生物多様性保全と環境管理への女性と女の子の関与に焦点を当

てた調査は、形式的な関与の限界を訴えている。ジェンダー・トラ
ンスフォーマティブなNbSには、管理と意思決定過程での女性の

積極的かつ有意義なリーダーとしての位置づけが求められる。多

くの地域で、構造的不平等と深く根付いた文化的規範により、気

候変動適応策への女性の関与は依然、限定的である。効果的な
NbSの取り組みでは、女性が単に包摂されるだけでなく、気候変

動に対するレジリエンス戦略策定での中心的役割を担えることを

保証しなければいけない。コミュニティ・国家・国際レベルでの管

理構造に女性のリーダーシップを組み込むことは、従来の排除に

挑み、体系的な変革を促進するものである。現地レベルでは、土

地所有権や管理から女性を排除し得る、家系・相続制度に慎重に

対応することを意味する。環境ガバナンスや気候変動対応政策に

女性の見解が反映されるよう、計画・設計・管理での意思決定の

役割を担えるように彼女たち自身のエンパワーメントが必須であ

る。

2. 環境に関する知識の公平な享受の権利
と能力構築

女性と女の子が気候変動への適応策に効果的に関与するために

は、関連する知識・スキル・リソースの獲得が必須である。多くの

女性が教育・技術訓練・資金源に対する障壁を経験しており、生
態系の機能や新技術に関する複雑な概念を扱う場合があるNbS
の取り組みへの関与能力が制限されている。

ジェンダー・トランスフォーマティブな
NbSの原則

https://iucn.org/our-work/topic/iucn-global-standard-nature-based-solutions
https://plan-international.org/uploads/2021/12/resilience_framework_compressed.pdf
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女性が伝統的に経験している教育やリソースの享受の格差に対
応し、女性と女の子がNbSの効果的な実施に必要な技術的理

解の習得を可能にする研修プログラムを提供することを、ジェン

ダー・トランスフォーマティブ・アプローチは保証する。現在の調

査と実践から認められたのは、科学的知識と現地・先住民の知

識の統合が、適応策の強化と隠れていることが多い女性が持つ

環境に関する知識の認識につながることである。私たちの経験

から、環境に関する知識に加え、能力構築は金融リテラシー・起

業家精神・女性がネイチャーポジティブな経済機会を管理し、環

境ガバナンスで主導的役割を果たせるリソースの獲得も網羅し

なければいけないことを示している。

3. 適応と保全におけるジェンダー規範
の変革

女性と環境に関する長年の調査とNbSプログラムに焦点を当てた

新たな知見は、根深いジェンダー規範が環境管理や生物多様性

保全から女性を排除している実態を明らかにした。多くの地域で、

女性は豊富な環境に関する知識を有するのに、彼女たちの農業・

水管理・エコシステム回復での役割は過小評価されており、それ

は特に国家レベルの政策や指示において顕著である。ジェン
ダー・トランスフォーマティブなNbSの取り組みは、国家レベルの

政策・指示だけでなくコミュニティレベルでの活動においても、女

性・女の子・その他の疎外された集団を環境管理や生物多様性保

全から排除する根深いジェンダー規範に積極的に挑まなければな
らない。

プラン・インターナショナルのジェンダー・トランスフォーマティブな

プログラムに関する経験から、男性と男の子を賛同者として関与

させることが、適応への取り組みでの認識の変化と責任共有の

促進のために重要な戦略であることが示唆されている。それはま

た、彼らがジェンダー平等の受容・自身の権利の行使・変革の担
い手となることを妨げる障壁を打破することも目指している。NbS
の介入策は、文化的に適切な形で女性の主体性とリーダーシッ

プを促し、差別的な規範の解体の達成に取り組まなければいけ

ない。それにより、ジェンダー平等が二次的な関心事として扱わ

れずに、気候変動対策に組み込まれることが保証される。

4. 政策影響力と提唱活動の強化

多くの地域で、コミュニティレベルの介入策に留まらず、気候変

動への適応策や環境管理を導く国家・地域レベルの政策でも、

女性と女の子の存在が依然として薄いことは明らかである。それ
は、長期的な視点で、公平で効果的なNbSの実施を保障するた

めには、気候変動対策政策の議論での女性の声を拡大させる

必要を意味している。現地・国家・国際レベルでの環境ガバナン

スでは、女性や疎外された集団の適切な代表性が欠如している
ことが多い。効果的なNbSの取り組みは、気候政策の枠組みや

意思決定過程に影響を与えるための提唱スキルを女性と女の

子に提供すべきである。政策関与・戦略的コミュニケーション・管

理構造に関する研修プログラムは、女性の幸福やリソースの獲

得を創出する公平な政策への提唱活動をする能力の強化に役

立つ。気候・環境政策の変更には、進捗が適切に資金提供・測

定されるための、予算編成と説明責任の仕組みも必要である。

そのための重要な手段として、女性の関与一層促し、NbSへの

ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチが全レベルの政策

と管理に浸透することを保証する、知識共有プラットフォームと提

唱活動ネットワークの構築が挙げられる。

5. コミュニティ主導の包摂的な実施

効果的なNbS介入策は、気候変動の影響を最も大きく受ける人

びとのニーズを反映した解決策となるよう、参加型で包摂的でな

ければいけない。女性・先住民・その他の疎外された集団は、深

い生態学的知識と持続可能な管理手法を有しているが、環境に

関する知識の保持者に対する根強い偏見により、主流の保全・

適応プログラムにて彼らの見解が見過ごされることが多い。その
問題に対応するため、NbSの取り組みは、適応優先事項の定義

に女性や疎外された声を積極的に組み込んだ、コミュニティ主導

の計画策定を統合する必要がある。女性のリーダーシップ・関与

に対する反発の可能性に対処し、変化を促す長期的な環境への

整備には、ジェンダーを配慮したリスク評価が必須である。

6. NbSによるエンパワーメント

ジェンダーと環境の関連性に関する調査結果は、女性を環境の

守護者として位置付けることが、女性のケア負担を増大させ得る

と警告している。それを受け、私たちは責任の増加には、それに
見合う経済的便益の増加が伴う必要があると主張したい。NbS
の介入策が真に変革的であるためには、女性の長期的なレジリ

エンスを支え、家庭レベルで無償のケア労働を平等に分担する

経済的機会を創出しなければいけない。特に地方部や気候変動

の影響を受けやすい地域では、多くの女性が小規模農業や自

然資源に基づく生計手段に依存している。その取り組みにより、
森林再生・再生農業・持続可能な漁業等の、NbSの介入策が、

環境健全性と経済的安定性を高めることを保障させることができ

る。気候変動に対してレジリエントな農業や自然を活用した事業

での女性の支援・金融資源の利用手段提供・市場連携の促進
は、NbSを経済的エンパワーメントのツールへと変革し得る。
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女性が気候変動への適応策での金融資源と意思決定権を有

すれば、家庭とコミュニティのレジリエンスが強化される。

7. 交差性と思春期の女の子の包摂

NbSに対するジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチ

は、女性と女の子が均質な集団ではなく、年齢・障害・社会経

済的地位・民族性・先住民であるなどの、交差する要素が気候

変動への適応策への関与能力を形成することを認識しなけれ

ばいけない。思春期の女の子が気候変動に対する行動への参

加意欲が極めて高いという証拠があるものの、彼女たちは制

限的なジェンダー規範・限定的な意思決定権・経済的障壁によ
り、NbSの取り組みでは依然、可視度がかなり低い。

調査によると、女の子は家庭のレジリエンスや気候スマートな実

践にて重要な役割を担っているが、その貢献は見落とされること
が多いという。意図的な包摂なしでは、NbSがそうした排除を助

長する恐れがある。リーダーシップ発揮への道筋・個別対応型

の能力構築・女の子の生態学的知識の認知等の、特化した戦略
は、有意義な関与の保障のために必須である。NbSへの交差性

の組み込みは、適応策の成果向上だけでなく、生物多様性保

全・リソース利用・管理における女の子の主導・関与の機会の拡

大につながる。
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気候変動による気温上昇・異常気象・海面上昇・海洋酸性化

が、太平洋地域のコミュニティの、生計手段・食料供給構造・水

の安全に深刻な脅威を与えている。同地域の女性と女の子は
二重の負担を負っている: ケアの提供やコミュニティでの役割

のために不均衡に大きな影響を受けると同時に、適応策策定

や意思決定から排除されることが多いのだ。ジェンダーに配慮

した政策は存在するが、女性の声はどのレベルでも排除され
続けている。NbSは太平洋地域で多く採用され、気候変動に対

応し、幅広い社会的・環境的共同便益を達成する費用対効果

の高い方法として推進されている。だが地域全体で、そうした

取り組みは女性の環境に関する知識を総合的・体系的に認知

していない、または女性のリーダーシップを支援しない場合が

散見される。その排除はユース・女の子の関与においては二

重に増幅する。その認知不足は重大な問題を孕み、既存の不

平等を強化し、ネイチャーポジティブな経済や広範な気候変動

に対するレジリエンス強化における新たな機会から女性と女の

子を排除する結果を招いている。

その問題を認識し、プラン・インターナショナル・オーストラリアは
2023年、NbSへの地域的取り組みの開発のため、現地の利害

関係者・実施パートナーと共同設計過程を開始した。それには
2023年のフィジーでのワークショップや、変革理論・評価枠組み・

公平な働き方の共同設計が行われた、2024年のホニアラでの

ワークショップが含まれる。その過程から生まれたPacific 
Climate Championsプログラムは、NbSの公平性の問題に取り

組む新たな多国間での取り組みであり、太平洋地域全体で気候

変動への適応の実質的な手法として自然を活用したレジリエンス

の重要性が増す中で、極めて重要なものとなる。プログラム設計
の協働過程は、NbSプログラム設計でのジェンダー・トランス

フォーマティブ・アプローチの開発とプログラムへの原則の策定

に寄与し、現在はアジア太平洋地域全体の自然を活用したレジ
リエンス強化プログラム開発の指針となっている。

複数の島嶼国で2025年から開始された同プログラムは、NbSへ

のジェンダー平等の統合が、環境的成果の向上だけでなく、ジェ

ンダーとユースの包摂に関する体系的な社会変革を推進し得るこ

とを示すことを意図としている。

プラン・インターナショナル事例研究: 
Pacific Climate Champions
プログラム:
フィジー・ソロモン諸島・パプアニューギニア
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同プログラムは、フィジー・ソロモン諸島・パプアニューギニアの
女性と女の子が、NbSの活動の設計・実施・最終的な恩恵にて

積極的な役割を果たせるよう支援するものである。単一のNbS
活動ではなく、各国の現地市民社会組織(CSO)と連携し、主要

な気候・環境問題に対応するため、状況に応じた介入策を開発
している。

同プログラムの設計は、NbSの活動での多くのジェンダー・トラン

スフォーマティブの原則の体現化を実現している。プロジェクトの
最重要要素の1つは、NbSでの女性のリーダーシップと意思決定

の重点化である(原則1)。太平洋地域の多くのコミュニティで、女

性が自然資源管理に対し重要な役割を担っているのに、正式な

管理構造から排除されたり、政府の広範な政策の中で専門家と

して認知されない場合が多い。同プロジェクトは、リーダーシップ

研修の提供・コミュニティの意思決定への女性の積極的な関与の
機会の創出・現地/国家レベルでの気候ガバナンスへの参加支援

により、その問題に直接対応している。適応策が気候変動の影

響を最も大きく受ける人びとの実体験と優先事項の反映の保障

を目的とし、マングローブ再生・気候スマート農業・傾斜地安定化
等、主要なNbS活動を監督するための、女性グループが結成/強
化された。

太平洋地域では気象情報への公平なアクセスが長年の問題で
あり、同プロジェクトの中核の1つは能力構築への取り組み(原則

2)である。効果的なNbSには技術的専門知識と現地固有の知見

の両方が求められることを認識し、同プロジェクトは科学的手法

と先住民の環境的な実践を組み合わせている。体系的な研修プ

ログラムにより、女性・ユース・コミュニティリーダーは気候変動

の影響の評価・自然を活用した介入策の設計・持続可能な土地

利用実践の実施に必要なスキルを獲得している。コミュニティレ

ベルでの参加型のレジリエンス構築に重点を置いた適応計画策

定過程の推進は、学びが状況に即しており、現地の経済的・文

化的志向に根差すことの保証を目的としている。レジリエンスの

定義や測定に関する広範な議論に沿い、私たちの焦点は現地

のレジリエンスに対する理解と指標を中心とすることにある。

同プロジェクトはNbSによる経済的エンパワーメント(原則6)も統

合し、女性が環境回復に貢献するだけでなく、それらの取り組み

から経済的利益を得られることを保障している。コミュニティの苗

床やアグロフォレストリー事業等の女性主導の取り組みは、エコ

システムのレジリエンス強化と持続可能な生計手段の提供を実
現する。現地のCSOは、女性を設計・実施時に支援する技術的

支援を提供し、気候変動への適応への積極的な関与と同時に、

収入創出を可能にする。その経済的側面は、適応策の長期的な

持続可能性に焦点を当てており、ジェンダー・トランスフォーマ
ティブなNbSが気候変動に対する脆弱性への対応と経済的安定

性の向上が同時に実現可能なことを示している。

Pacific Climate Championsプロジェクトは、それらの原則を設

計と実施に組み込むことで、ジェンダー・トランスフォーマティブな
NbSが包摂的で持続可能な気候変動への適応につながることを

体現している。今まで意思決定から排除されていた女性が気候

変動に対するレジリエンス強化の取り組みを主導できるよう支援

を受け、コミュニティは知識共有とスキル開発の恩恵を受けてお
り、NbSの介入策は生態学的・経済的な便益をもたらしている。

それらの主要な成果の部分の他に、同プログラムは太平洋地域
全体でNbSにジェンダー平等を組み入れる規模拡大の可能性と

再現性を備えた取り組みを提供するモデルの構築も目的として

いる。
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